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い
て
防
音
対
策
を
兼
ね
、
計
四
〇
室
を

高
密
度
に
納
め
て
い
る
。
戸
建
住
宅
の

ス
ケ
ー
ル
感
に
調
和
さ
せ
た
レ
ッ
ス
ン

室
は
Ｒ
Ｃ
造
の
箱
体
に
分
節
さ
れ
、
角

型
鋼
管
巻
き
Ｒ
Ｃ
造
の
細
柱
で
ピ
ロ
テ

ィ
状
に
持
ち
上
げ
ら
れ
た
そ
の
不
均
質

な
分
散
配
列
は
、
部
分
的
に
微
小
な
変

化
を
示
し
な
が
ら
不
思
議
な
全
体
的
一

体
感
を
見
せ
て
い
る
。

　

全
体
と
部
分
に
つ
い
て
の
こ
の
建
築

の
最
大
の
成
果
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
い
う
手

法
の
先
進
性
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て
い

る
。
第
一
の
成
果
は
、
遮
音
性
と
開
放

性
の
両
立
で
あ
る
。
多
様
な
楽
器
に
よ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
特
有
の
微
妙
に
異

な
る
気
積
の
要
求
に
合
わ
せ
て
、
揺
れ

動
く
よ
う
な
路
地
状
廊
下
が
緩
衝
帯
と

な
り
遮
音
性
能
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、

そ
の
路
地
へ
視
線
を
開
く
レ
ッ
ス
ン
室

や
路
地
か
ら
近
隣
へ
の
視
線
を
遮
り
つ

つ
光
や
風
を
導
入
す
る
試
み
が
、
音
楽

教
室
に
あ
り
が
ち
な
閉
鎖
性
か
ら
解
放

し
て
い
る
。　
　
　

　

二
階
廊
下
の
壁
位
置
は
、
開
口
・
段

差
・
屈
折
の
微
調
整
に
よ
っ
て
操
作
さ

れ
、
三
次
元
の
直
交
座
標
上
で
水
平
垂

直
に
制
御
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
Ｒ
Ｃ

打
放
し
素
地
仕
上
げ
と
角
型
鋼
管
の
不

　

他
者
と
の
無
言
の
対
話
に
思
い
を
馳

せ
る
力
こ
そ
、
音
楽
家
と
し
て
研
ぎ
澄

ま
す
べ
き
素
養
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ

る
、
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
る
。
仙
川
の
キ
ャ
ン
パ
ス

が
老
朽
化
し
た
た
め
、
同
じ
調
布
市
の

学
生
寮
を
撤
去
し
、
そ
の
跡
地
へ
の
移

転
建
て
替
え
が
進
め
ら
れ
た
。

　

典
型
的
な
郊
外
住
宅
地
で
周
辺
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
化
も
進
む
中
、
あ
え
て

地
上
二
階
、
地
下
一
階
の
低
層
化
を
図

り
、
独
奏
の
レ
ッ
ス
ン
室
を
二
階
へ
、

大
型
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
室
は
地
下
に
置

＞＞ 桐朋学園大学調布キャンパス一号館

2階の構成が1階の風景をつくる。

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2017年で58回を数えます。

作
品
の
紹
介

＜ 2017年 第58回 BCS賞受賞作品 ＞　静岡県草薙総合運動場体育館（このはなアリーナ）　新宿東宝ビル　
太子町新庁舎「太子の環」人がつどう・まちをめぐる・太子がつながる　竹中大工道具館新館　敦賀駅交流施設「オルパーク」・駅前広場キャノピー　TSURUMIこどもホスピス　
東京駅八重洲口開発：グランルーフ、グラントウキョウノースタワー、グラントウキョウサウスタワー、駅前広場　TOTOミュージアム　桐朋学園大学調布キャンパス1号館　
としまエコミューゼタウン　TOYAMAキラリ　虎ノ門ヒルズ（環状第二号線新橋・虎ノ門地区第二種市街地再開発事業Ⅲ街区）　　直島ホール　MIZKAN MUSEUM　YKK80ビル
 ［特別賞］日本橋ダイヤビルディング 「江戸橋倉庫ビル」の保存・再生　早稲田大学 早稲田キャンパス3号館

2017年 第58回
BCS賞受賞作品紹介

桐
朋
学
園
大
学

調
布
キ
ャ
ン
パ
ス

 
一
号
館

音楽室の単位が外壁を分割する。
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計画概要

　更には、近隣にご迷惑をおかけしないように、
ボリューム感を抑え、十分な遮音性を備えつつ
も、一般大学に比べ在校時間が長くなりがちな
音大生たちが、レッスンの合間にリラックスが
出来るよう、窓から見える緑等の風景への配慮
も求めました。
　最終的に誕生した、低層でかつボリューム感
が分節された校舎は、私どもの希望に即したも
のとなり、満足しております。

　元々は学生寮があった調布の敷地を調布キャ
ンパスとして再整備を図った計画です。計画に
あたっては、設計者には仙川キャンパスにある
既存校舎の利用状況、使い勝手などについて十
分に調査をしてもらうとともに、教授陣や学生
へのヒアリングを行っていただき、使いやすく、
愛着が沸き、それでいて音楽教育の場にふさわ
しい性能と芸術性とを兼ね備えた校舎のデザイ
ンをお願いしました。

音楽教育にふさわしい場を求めて建築主
より

施工者
より

設計者
より

れました。施工者としても手探り状態からのス
タートではありましたが、結果的には、施工方法
や手順の検証やデジタルモックアップによる合
意形成などBIMが大活躍することとなりました。
　この度、関係者全員の努力が実を結び、栄えあ
るBCS賞を受賞できましたことを大変嬉しく思
うとともに、才能溢れる未来の音楽家がこのキャ
ンパスから巣立っていかれることを心より願っ
ております。

　桐朋学園大学調布キャンパス一号館は、調布
市に古くからあった学生寮を解体し、その跡地に
再生された新キャンパスです。最高の音楽環境
を提供するために、周辺環境に配慮しながら、建
築主、設計者、施工者が三位一体となって知恵を
絞り、造り上げました。
　着工当初はまだ馴染みの薄かったBIMという
先進の手法を用い、複雑な建物形状や架構形式、
教室のレイアウト等ありとあらゆる検証が行わ

理想の音楽教育環境のあくなき探求と実現

清水建設株式会社
東京支店工事長

百瀬 慎
Makoto Momose

も快適さをもたらすことができるはずです。廊
下部分に周辺に溢れる緑に向けた大型の窓を取
り、各レッスン室が廊下に対しても大型のガラ
ス壁を持つ形式を採用したことで、必要な遮音
性能を確保しながら、自然光と緑への眺望を持
った快適な施設とすることができました。
　私どもが設計をさせていただいたこの学校か
ら、世界的な音楽家が巣立っていくことを楽し
みにしています。

　音楽大学の校舎といえば、とかく遮音を気に
して厚いコンクリート壁で囲まれるため、自然
光が入らない閉塞的なものになりがちです。本
計画では、音楽大学の施設としての性能はきち
んと確保しつつ、快適な名門大学にふさわしい
施設づくりを目指しました。
　施設を使われる先生方や学生にとって快適で
あるように、まずはできるだけ低層にすること
を試みました。低層にできれば、近隣の方々に

自然光の溢れる快適な音楽大学を目指して

株式会社日建設計
常務執行役員 
設計部門副統括

山梨知彦
Tomohiko Yamanashi

学校法人桐朋学園
桐朋学園大学 
事務局長

沼崎栄一
Eiichi Numazaki

＞＞ 桐朋学園大学調布キャンパス一号館

規
則
な
柱
列
と
い
う
、
削
ぎ
落
と
し
た

要
素
の
荒
々
し
さ
を
一
階
ロ
ビ
ー
空
間

か
ら
見
渡
す
時
、
そ
の
重
層
的
な
形
態

操
作
が
む
し
ろ
視
覚
的
な
「
揺
ら
ぎ
」

と
解
放
感
を
生
み
、
前
庭
や
光
庭
を
取

り
囲
む
そ
れ
ぞ
れ
の
光
の
休
息
所
は
一

階
全
体
の
賑
わ
い
へ
「
路
地
か
ら
広
場

へ
」
と
広
が
り
、
学
生
た
ち
の
人
気
の

場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
の
成
果
は
、
情
報
統
合
と
合
意

形
成
の
高
度
化
で
あ
る
。
設
計
者
は
計

画
初
期
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
多
く
の
時
間

を
費
や
し
た
と
い
う
。
旧
校
舎
の
使
い

勝
手
の
評
価
分
析
に
始
ま
る
指
導
教
官

と
の
濃
密
な
や
り
取
り
の
末
、
フ
ラ
ッ

タ
ー
エ
コ
ー
の
抑
止
に
つ
い
て
も
、
角

度
を
つ
け
た
対
向
面
と
吸
音
壁
で
は
な

く
、
平
行
面
の
反
射
壁
に
拡
散
形
状
の

音
響
レ
イ
ヤ
を
取
り
付
け
る
ユ
ニ
ー
ク

な
解
法
に
到
達
し
て
い
る
。

　

教
室
を
兼
ね
る
矩
形
の
室
形
状
と
、

内
装
を
兼
ね
る
暖
か
み
の
あ
る
ナ
ラ
集

成
材
の
拡
散
板
ユ
ニ
ッ
ト
と
い
う
、
機

能
性
・
意
匠
性
に
生
産
性
も
加
え
た
、

言
わ
ば
「
在
り
よ
う
」
か
ら
「
遣
り
よ

う
」
へ
の
転
換
は
、
施
設
の
隅
々
ま
で

使
い
尽
す
有
用
性
の
最
大
化
と
い
う
点

に
お
い
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
い
う
手
法
の
レ

ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
て
、
建
築
主
、

設
計
者
、
施
工
者
の
知
恵
を
統
合
し
た

高
い
完
成
度
に
達
し
て
い
る
。

　

学
生
た
ち
は
、
こ
の
施
設
の
廊
下
と

レ
ッ
ス
ン
室
を
「
街
と
家
」
の
よ
う
に

さ
ま
よ
っ
て
、
集
中
と
休
息
を
繰
り
返

す
居
場
所
探
し
の
一
日
を
送
る
。
ガ
ラ

ス
越
し
、
廊
下
越
し
の
レ
ッ
ス
ン
室
間

の
、
見
る
、
見
ら
れ
る
の
気
配
の
交
錯

と
、
か
す
か
に
感
じ
る
お
互
い
の
音
色

に
意
識
を
集
中
す
る
時
、
自
己
と
他
者

と
の
対
話
が
広
が
り
、
自
己
と
他
者
を

繋
ぐ
想
像
力
が
響
き
あ
う
、
音
楽
の
小

宇
宙
が
こ
こ
に
完
結
し
て
い
る
。

［
選
考
委
員
］

山
本
圭
介
・
陶
器
二
三
雄
・
河
野
晴
彦

2階テラス。音を拡散させる音響壁。

所在地：東京都調布市調布ヶ丘1-10-1
竣工日：2014年3月30日

敷地面積：	3,305㎡
建築面積：	1,939㎡
延床面積：	5,165㎡

階数：地上2階、地下1階
構造：��鉄筋コンクリート造 

（一部壁式鉄筋コンクリート造）

建築主：学校法人 桐朋学園 設計者：㈱日建設計 施工者：�清水建設㈱

部屋を介して自然光を取込む（2階）。


